
令和５年鏡開き式・武道始め令和５年鏡開き式・武道始め

女子・形で３連覇した大野ひかる女子・形で３連覇した大野ひかる

出陣に先立ち、大将軍が鬨の声をあげる（鎧着初め・鏡開き式）出陣に先立ち、大将軍が鬨の声をあげる（鎧着初め・鏡開き式）

第 50 回全日本空手道選手権大会第 50 回全日本空手道選手権大会

男子・形で初優勝した西山走男子・形で初優勝した西山走
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ニュース　鏡開き式・武道始め

　

日
本
武
道
館
の
新
春
恒
例
行
事
「
令
和

５
年
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
」
が
成
人
の

日
の
１
月
９
日
、
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は

晴
天
に
恵
ま
れ
、
武
道
関
係
者
や
武
道
愛

好
家
な
ど
約
１
３
０
０
名
が
集
ま
っ
た
。

開
会
式
に
続
い
て
武
道
功
労
者
表
彰
、
鎧
よ
ろ
い

着き

初ぞ

め
・
鏡
開
き
式
、
武
道
９
種
目
の
模

範
演
武
が
次
々
と
行
わ
れ
た
。
締
め
く
く

り
の
武
道
始
め
で
は
、
各
道
の
参
加
者
が

大
道
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
稽
古
に
汗

を
流
し
、
こ
の
一
年
の
技
量
向
上
と
精
進

を
祈
願
し
た
。

■
開
会
式
・
日
本
武
道
協
議
会
武
道
功
労

表
彰
式

　

定
刻
の
正
午
、
大
太
鼓
の
大
音
が
鳴
り 

響
き
、
照
明
が
一
段
と
明
る
く
な
っ
た
。

初
め
に
𠮷
川
英
夫
日
本
武
道
館
理
事
・
事

務
局
長
が
開
会
を
宣
言
。
国
歌
清
聴
の

後
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
が
挨
拶

に
立
っ
た
。

「
年
の
始
め
に
、
心
を
新
た
に
、『
鏡
開

き
式
・
武
道
始
め
』
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本

の
武
道
は
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
、
技

法
を
修
錬
す
る
中
で
心
と
身
体
を
鍛
え

る
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
伝
統
的
運
動
文

化
で
あ
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
に
中
学
校

令和５年鏡開き式・武道始め令和５年鏡開き式・武道始め

 新春に心を引き締め 新春に心を引き締め
 　武道の隆盛と発展を期す 　武道の隆盛と発展を期す

山谷えり子大将軍による鏡開き山谷えり子大将軍による鏡開き
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武
道
必
修
化
が
実
現
し
、
平
成
の
時
代
に

仏
と
な
る
器
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

魂
を
入
れ
て
い
く
の
が
令
和
の
時
代
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
武
道
関
係
者
が

一
致
団
結
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
武
道
の
ま
す
ま
す
の

発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈

り
し
ま
す
」

　

続
い
て
角
田
喜
彦
ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
。

「
武
道
は
礼
節
を
重
ん
じ
自
ら
を
律
し
、

相
手
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
う
な
ど
、
豊

か
な
人
格
を
形
成
す
る
世
界
に
誇
る
べ
き

我
が
国
の
伝
統
文
化
で
す
。
今
日
、
武
道

が
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
中
学
校
の

保
健
体
育
で
は
武
道
を
必
修
と
し
、
学
習

指
導
要
領
で
武
道
９
種
目
を
明
記
し
、
多

様
な
武
道
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
全
国
の
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が
武

道
の
す
ば
ら
し
さ
を
一
層
味
わ
え
る
授
業

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
年
頭
を
飾
る

こ
の
行
事
が
今
年
一
年
の
我
が
国
の
武
道

振
興
の
大
き
な
弾
み
と
な
る
こ
と
を
、
心

か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
」

　

来
賓
紹
介
の
後
、日
本
武
道
協
議
会（
武

道
９
団
体
と
日
本
武
道
館
で
組
織
）
の
令

和
４
年
度
武
道
功
労
者
・
武
道
優
良
団
体

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
高
村
正
彦
会
長
か

ら
功
労
者
10
名
に
表
彰
状
と
記
念
品
、
優

良
９
団
体
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

■
鎧
着
初
め
・
鏡
開
き
式

　

表
彰
後
、
館
内
の
照
明
を
落
と
し
、「
鎧

着
初
め
・
鏡
開
き
式
」
へ
と
移
っ
た
。
再

び
照
明
が
灯と
も

る
と
、
鎌
倉
武
士
の
軍
装
を

ま
と
っ
た
勇
壮
な
鎧
武
者
た
ち
が
陣
形
を

整
え
て
出
現
し
、
観
客
を
驚
か
せ
た
。

　

今
年
は
山
谷
え
り
子
日
本
武
道
館
常
任

理
事
が
大
将
軍
、
真ま
さ

砂ご
た

威け
し

全
日
本
剣
道
連

盟
副
会
長
と
中
野
久
夫
日
本
甲か
っ

冑ち
ゅ
う武

具

研
究
保
存
会
常
務
理
事
の
両
氏
が
副
将
軍

に
扮ふ
ん

し
た
。
奉
行
役
の
菅
野
茂
雄
同
保
存

会
常
務
理
事
の
指
揮
の
下
、
儀
式
は
進
行

し
た
。

𠮷川英夫
日本武道館理事・事務局長

高村正彦
日本武道館会長

角田喜彦
スポーツ庁次長

開会式開会式

整列する各道の模範演武者整列する各道の模範演武者
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ニュース　鏡開き式・武道始め

　

ま
ず
前
軍
・
後
軍
の
侍
大
将
が
大
将
軍

に
着
ち
ゃ
く

到と
う

状
を
読
み
上
げ
て
全
軍
到
着
を
報

告
し
、「
三さ
ん

献こ
ん

の
儀
（
出
陣
、
凱が
い

旋せ
ん

な
ど

で
行
わ
れ
る
儀
式
）」
が
行
わ
れ
た
。
続

い
て
大
将
軍
が
神
前
に
進
ん
で
「
誓
い
の

詞こ
と
ば」
を
奉
読
。
武
道
の
精
神
を
発
揮
し
、

世
界
平
和
の
実
現
と
国
家
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

そ
の
後
、
大
将
軍
は
大
道
場
中
央
に
進

み
木き

槌づ
ち

で
鏡
餅
を
打
ち
砕
き
、
副
将
軍
が

鏡
樽
を
叩た
た

き
割
る
と
館
内
か
ら
は
盛
大
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

帰
陣
後
、
出
陣
に
先
立
っ
て
兜か
ぶ
とを

着
用

し
た
大
将
軍
が
「
え
い
！　

え
い
！
」
と

力
強
く
発
声
す
る
と
全
軍
が
「
お
う
！
」

と
応
じ
、
鬨と
き

の
声こ
え

が
響
き
渡
っ
た
。
そ
の

後
、太
鼓
を
合
図
に
、勇
ま
し
く
進
発
し
、

場
内
を
悠
然
と
行
進
し
た
。

■
模
範
演
武

　

模
範
演
武
に
先
立
っ
て
臼
井
日
出
男
日

本
武
道
館
理
事
長
が
壇
上
に
立
ち
、
来
館

者
に
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
年
頭
の
武
道
始
め
と
し
て
、
現
代
武
道

９
種
目
に
よ
る
模
範
演
武
を
行
い
ま
す
。

各
道
を
代
表
す
る
方
々
に
は
、
武
道
の
真

髄
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
一
年
が
充
実
し
た

も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
」

　

模
範
演
武
は
、
弓
道
の
「
一
つ
的
坐ざ

射

礼
」
を
皮
切
り
に
、
相
撲
「
基
本
動
作
と

技
・
決
ま
り
手
の
説
明
」、
剣
道
「
全
日

本
剣
道
連
盟
居
合
の
12
本
の
制
定
技
の
う

ち
の
７
本
」、
空
手
道
「
団
体
形
・
ア
ー

ナ
ン
と
そ
の
分
解
」、
な
ぎ
な
た
「
全
日

本
な
ぎ
な
た
の
形
」、
柔
道
「
柔じ
ゅ
うの

形
」、

銃
剣
道
「
銃
剣
道
の
形
、
基
本
技
、
応
用

技
、
試
合
」、
合
気
道
「
基
本
技
の
投
げ

技
、
固
め
技
、
応
用
技
の
短
刀
取
り
、
自

由
技
」
と
順
に
披
露
さ
れ
、
最
後
は
少
林

寺
拳
法
「
女
子
団
体
演
武
・
組
演
武
」
で

締
め
く
く
ら
れ
た
。
各
道
を
代
表
す
る
一

流
の
演
武
に
魅
了
さ
れ
た
会
場
は
、
拍
手

で
包
ま
れ
た
。

■
武
道
始
め
（
稽
古
会
）

　

模
範
演
武
が
終
わ
る
と
、
各
道
の
参
加

者
が
大
道
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
「
武

道
始
め
（
稽
古
会
）」
が
行
わ
れ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年
と
同
様
に
２
部
制
で

時
間
を
ず
ら
し
て
の
実
施
と
な
っ
た
。
第

１
部
で
は
柔
道
、
空
手
道
、
銃
剣
道
、
少

林
寺
拳
法
が
、第
２
部
で
は
剣
道
、相
撲
、

合
気
道
、
な
ぎ
な
た
の
稽
古
が
行
わ
れ
、

稽
古
会
参
加
者
約
550
名
が
約
30
分
の
稽
古

で
汗
を
流
し
た
。

　

稽
古
終
了
後
、
大
太
鼓
の
音
が
大
道
場

に
鳴
り
響
き
、全
て
の
行
事
が
終
了
し
た
。

【
武
道
功
労
者
】

▽
柔　

道
＝
吉よ
し

田だ

忠た
だ

征ゆ
き

（
栃
木
県
）

▽
剣　

道
＝
矢や

野の

博ひ
ろ

志し

（
東
京
都
）

▽
弓　

道
＝
中な
か

塚つ
か

祥し
ょ

一う
い

郎ち
ろ
う（
東
京
都
）

▽
相　

撲
＝
櫟ひ
ら

原は
ら

利と
し

明あ
き

（
東
京
都
）

▽
空
手
道
＝
佐さ

久く

本も
と

嗣つ
ぐ

男お

（
沖
縄
県
）

▽
合
気
道
＝
工く

藤ど
う

泰た
い

助す
け

（
徳
島
県
）

▽
少
林
寺
拳
法
＝
鎌か
ま

田だ　

智さ
と
し（
香
川
県
）

▽
な
ぎ
な
た
＝
吉よ
し

井い

美み

惠え

子こ

（
東
京
都
）

▽
銃
剣
道
＝
伊い

藤と
う

武た
け

人ひ
と

（
大
阪
府
）

▽
日
本
武
道
館
＝
山や
ま

谷た
に

え
り
子こ

（
東
京
都
）

【
武
道
優
良
団
体
】

▽
柔　

道
＝
天
理
大
学
柔
道
部

▽
剣　

道
＝
和
歌
山
県
剣
道
連
盟

▽
弓　

道
＝
鳥
取
市
弓
道
協
会

▽
相　

撲
＝
新
潟
県
相
撲
連
盟

▽
空
手
道
＝
全
日
本
空
手
道
連
盟
近
畿
地

区
協
議
会

▽
合
気
道
＝
三
重
県
合
気
道
連
盟

▽
少
林
寺
拳
法
＝
大
阪
府
少
林
寺
拳
法
連
盟

▽
な
ぎ
な
た
＝
栃
木
県
な
ぎ
な
た
連
盟

▽
銃
剣
道
＝
新
潟
県
立
三
条
商
業
高
等
学

校
銃
剣
道
部

※
武
道
功
労
者
の
寄
稿
文
は
12
〜
31
㌻

に
、
武
道
優
良
団
体
の
紹
介
は
140
・
141

㌻
に
掲
載
。

高村会長（前列中央）と表彰された武道功労者（前列）、武道優良団体代表者（後列）高村会長（前列中央）と表彰された武道功労者（前列）、武道優良団体代表者（後列）
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鎧
着
初
め

鎧
着
初
め
・・
鏡
開
き
式

鏡
開
き
式

照明が灯ると鎧に身を包んだ全軍が姿を現した照明が灯ると鎧に身を包んだ全軍が姿を現した

着到状を読み上げる着到状を読み上げる

三献の儀三献の儀

誓いの詞を奉読誓いの詞を奉読鏡開き鏡開き真砂副将軍（右）と中野副将軍（左）による鏡割り真砂副将軍（右）と中野副将軍（左）による鏡割り

山谷えり子大将軍山谷えり子大将軍
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ニュース　鏡開き式・武道始め

山谷えり子大将軍率いる全軍が場内を左回りで行進山谷えり子大将軍率いる全軍が場内を左回りで行進

�

―
―
大
将
軍
を
務
め
上
げ
た
感
想
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
日
本
国
の
弥い
や

栄さ
か

と
武
道
の
振
興
を
願
っ

て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鎧
は

本
当
に
重
い
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
歴

史
の
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
日
本
の
武
道

を
世
界
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
こ

の
よ
う
な
伝
統
文
化
を
こ
れ
か
ら
も
大
事

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
中
学
校
で
は
男

女
と
も
に
武
道
が
必
修
と
な
っ
て
十
数
年

が
経た

ち
、
女
性
の
武
道
人
口
は
増
加
し
て

い
ま
す
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
武
道
を

経
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

―
―
２
０
２
３
年
を
ど
の
よ
う
な
年
に
し

た
い
で
す
か
。

「
困
難
な
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本

に
は
武
道
と
い
う
し
っ
か
り
と
し
た
軸
が

あ
り
ま
す
の
で
、
皆み
ん
なで

稽
古
を
し
な
が
ら

心
身
を
錬
成
し
、
良
き
社
会
づ
く
り
の
お

役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
で

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

―
―
稽
古
会
参
加
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
、
礼
に
始
ま
り

礼
に
終
わ
る
武
道
の
精
神
を
し
っ
か
り
と

学
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
卯う
さ
ぎ年

を
飛

躍
の
年
と
し
て
立
派
な
人
間
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◇

―
―
副
将
軍
を
務
め
上
げ
た
感
想
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
古
式
の
鎧
装
束
に
身
を
固
め
、
由
緒
あ

る
儀
式
に
参
加
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
す

る
の
と
同
時
に
鎧
の
重
み
を
感
じ
ま
し

た
。
昔
の
武
将
は
こ
ん
な
に
重
い
鎧
を
着

て
戦
っ
て
い
た
の
か
と
、
先
人
の
偉
大
さ

に
改
め
て
敬
服
し
ま
し
た
」

大
将
軍
・
副
将
軍
役
を
務
め
て

大
将
軍
・
副
将
軍
役
を
務
め
て

山谷えり子
日本武道館常任理事

真砂威
全日本剣道連盟副会長
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模
範
演
武

模
範
演
武臼井日出男

日本武道館理事長

相　撲相　撲

弓　道弓　道

剣　道剣　道

空手道空手道

なぎなたなぎなた
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ニュース　鏡開き式・武道始め

▼
模
範
演
武
者

・
弓　

道
＝
佐
竹
明
美
範
士
八
段
、
荒
川
博
行
範
士
八
段
、
小
林
憲
二
範
士
八
段

・�

相　

撲
＝
舛
田
守
八
段
、
長
内
龍
三
段
、
井
ノ
上
豪
志
三
段
、
児
玉
亮
三
段
、

角
田
雄
佑
二
段

・
剣　

道
＝
草
間
純
市
居
合
道
範
士

・
空
手
道
＝
喜
友
名
諒
公
認
四
段
、
金
城
新
公
認
四
段
、
上
村
拓
也
公
認
四
段

・
な
ぎ
な
た
＝
葉
山
奈
緒
美
教
士
、
今
浦
千
信
教
士

・
柔　

道
＝
菅
麗
子
女
子
参
段
、
中
島
恵
女
子
参
段

・�

銃
剣
道
＝
山
口
あ
や
子
教
士
七
段
、菅
野
学
教
士
七
段
、秋
元
陽
樹
教
士
七
段
、

鈴
木
弥
生
教
士
七
段
、
西
村
健
一
教
士
七
段
、
佐
藤
岳
錬
士
七
段
、

森
川
友
紀
子
三
段
、
今
澤
美
紗
貴
三
段

・�

合
気
道
＝
藤
巻
宏
七
段
、鈴
木
俊
雄
六
段
、小
山
雄
二
六
段
、日
野
皓
正
六
段
、

里
舘
潤
五
段
、
有
馬
隼
人
三
段
、
深
浦
徹
也
三
段

・�

少
林
寺
拳
法
＝
川
島
佑
斗
大
拳
士
五
段
、秋
元
宏
介
正
拳
士
四
段
、鈴
木
敦
賀
三
段
、

志
村
美
空
三
段
、
立
元
日
香
里
三
段
、
谷
藤
遥
五
級
、
戸
田
唯
葵
五

級
、
八
本
萌
々
子
初
段

柔　道柔　道

少林寺拳法少林寺拳法

合気道合気道

銃剣道銃剣道

東
京
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
・
喜
友
名
諒
が
来
館

東
京
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
・
喜
友
名
諒
が
来
館北口玄関に掲げられた五輪銘板の前で功労

章を受章した師匠の佐久本嗣男氏（左）と

　

一
昨
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
の
空
手
・
男
子
形
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
喜き

友ゆ

名な
り

諒よ
う

選
手

が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
来
１
年
７

カ
月
ぶ
り
に
日
本
武
道
館
に
来
館

し
た
。
空
手
道
の
模
範
演
武
者
と

し
て
訪
れ
た
喜
友
名
選
手
は
、
金

城
新あ
ら
た、
上う
え

村む
ら

拓
也
の
両
選
手
と
息

の
合
っ
た
団
体
形
を
披
露
。
迫
力

あ
る
演
武
で
会
場
を
沸
か
せ
た
。
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武
道
始
め

武
道
始
め
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ニュース　講道館　鏡開式

 
講
道
館　
鏡
開
式

嘉
納
師
範
の
遺
訓
を
胸
に
普
及
・
振
興
に
尽
力

嘉
納
師
範
の
遺
訓
を
胸
に
普
及
・
振
興
に
尽
力

　

講
道
館
の
鏡
開
式
が
１
月
８
日
、
寬と
も

仁ひ
と

親
王
妃
信
子
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
講

道
館
大
道
場
で
行
わ
れ
た
。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
、
一
般

参
加
者
を
受
け
入
れ
て
実
施
し
た
。

　

式
は
午
前
10
時
に
開
会
し
、
初
め
に
講

道
館
員
を
代
表
し
、
諸
井
三
義
九
段
が
賀

詞
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
上う
え

村む
ら

春は
る

樹き

館
長
よ
り
年
頭
挨
拶

が
あ
っ
た
。「
鏡
開
式
は
講
道
館
が
創
始

さ
れ
て
間
も
な
く
始
ま
っ
た
、
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
講
道
館
の
重
要
な
行
事
の
一
つ

で
す
。
新
年
を
祝
い
、
館
員
・
修
行
者
の

安
全
と
無
病
息
災
を
願
う
の
で
す
が
、
こ

の
長
引
く
３
年
に
も
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
柔
道
界
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ

界
、
世
界
中
が
大
変
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
我
々
は
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
、
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
修
行
が

あ
る
と
考
え
進
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

マ
ス
ク
も
取
れ
な
い
よ
う
な
状
況
で
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
を
願
い
、
そ
し

て
通
常
の
稽
古
・
大
会
の
開
催
へ
と
好
循

環
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
感
染
症
対
策
を
万
全

に
し
て
、
柔
道
界
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
嘉か

納の
う

治じ

五ご

郎ろ
う

師
範
の
遺
訓
を
胸
に
、
地
道
な

が
ら
も
確
実
に
精
力
善
用
・
自
他
共
栄
の

理
念
を
実
践
し
て
、
柔
道
の
普
及
・
振
興

に
当
た
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
の
後
、
７
種
の
形
の
演
技
が
披
露
さ

れ
、
全
日
本
強
化
選
手
・
コ
ー
チ
と
修
行

者
と
の
乱
取
が
行
わ
れ
た
。

　

昇
段
発
表
証
書
授
与
で
は
、
上
村
館
長

か
ら
各
段
位
昇
段
者
の
代
表
に
証
書
が
手

渡
さ
れ
、
千
葉
翠
九
段
の
発
声
で
万
歳
三

唱
が
行
わ
れ
て
閉
会
と
な
っ
た
。

年頭挨拶を述べる
上村春樹館長

太田彪雅選手（中央奥）による乱取稽古 千葉翠九段（左端）の発声で行われた万歳三唱

■
形
演
技
者

◇
投
の
形
＝
取
・
藤
中
拓
馬
五
段
、
受
・

岩
永
憲
門
四
段

◇
固
の
形
＝
取
・
下
野
龍
司
五
段
、
受
・

大
舘
斗
志
爾
五
段

◇
極
の
形
＝
取
・
向
井
幹
博
七
段
、
受
・

有
川
勇
貴
六
段

◇
柔
の
形
＝
取
・
秋
山
日
向
子
女
子
五

段
、
受
・
中
村
美
里
女
子
六
段

◇
講
道
館
護
身
術
＝
取
・
平
野
弘
幸
七

段
、
受
・
大
島
修
次
七
段

◇
五
の
形
＝
取
・
眞
喜
志
慶
治
七
段
、
受
・

福
地
賢
志
郎
七
段

◇
古
式
の
形
＝
取
・
道
場
良
久
八
段
、
受
・

大
辻
広
文
七
段

古式の形

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　合気会　鏡開き式

 
合
気
会　

鏡
開
き
式

稽
古
を
大
切
に
し
て
、
飛
躍
の
一
年
に

稽
古
を
大
切
に
し
て
、
飛
躍
の
一
年
に

　

合
気
会
の
本
部
道
場
鏡
開
き
式
は
１
月

８
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
本
部
道
場
で
開

催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た

め
、
参
加
者
を
推
薦
昇
段
者
と
、
関
係
者

に
限
定
し
て
開
催
し
た
。

　

式
は
午
後
２
時
か
ら
開
始
。
初
め
に
植

芝
守も
り

央て
る

道
主
が
年
頭
の
挨
拶
に
立
ち
、「
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
３
年
間
制
約
を
受
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
ま
だ
限
定
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多

く
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
、
鏡
開

き
式
を
開
催
で
き
る
こ
と
を
本
当
に
嬉う
れ

し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
３
年
の
間
、

国
内
外
の
合
気
道
の
各
道
場
が
大
変
な
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
皆

さ
ま
が
今
で
き
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
や

る
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
合
気
道
は
開
祖
で
あ
る
植
芝
盛も
り

平へ
い

翁

が
創
始
さ
れ
、
そ
の
合
気
道
を
吉
き
っ
し

祥ょ
う

丸ま
る

二

代
道
主
を
は
じ
め
と
す
る
先
達
の
方
々
が

心
血
を
注
い
で
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

を
今
私
ど
も
が
継
承
し
、
次
の
代
へ
つ
な

い
で
い
く
こ
と
が
役
目
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
私
も
日
々
の
稽
古
を
大
切
に
、
う

さ
ぎ
年
で
す
の
で
、
飛
躍
を
す
る
一
年
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
も

飛
躍
あ
る
一
年
と
な
る
よ
う
、
し
っ
か
り

稽
古
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
た
。
次
に

山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
が
来
賓
祝
辞
を

述
べ
た
。

　

続
い
て
植
芝
道
主
と
植
芝
充み
つ

央て
る

本
部
道

場
長
に
よ
る
奉
納
演
武
が
披
露
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
推
薦
昇
段
者
の
発
表
と
証
書
授

与
式
が
行
わ
れ
、
初
段
か
ら
七
段
ま
で
の

各
段
昇
段
者
の
代
表
と
八
段
昇
段
者
に
植

芝
道
主
よ
り
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。
最
後

に
多
田
宏
本
部
師
範
が
挨
拶
を
述
べ
、
式

は
終
了
し
た
。

年頭挨拶を述べる
植芝守央合気道道主

植芝道主よる奉納演武

昇段者に証書を授与する植芝守央道主（左）昇段者に証書を授与する植芝守央道主（左）

植芝本部道場長よる奉納演武

心技体 人を育てる総合誌



1601602023．2　月刊「武道」2023．2　月刊「武道」

　

天
皇
盃
・
皇
后
盃
第
50
回
全
日
本
空
手

道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
空
手
道

連
盟
）
が
昨
年
12
月
11
日
、
日
本
武
道
館

で
開
催
さ
れ
、
男
女
に
よ
る
組
手
・
形
競

技
の
個
人
戦
が
行
わ
れ
た
。

　

男
子
形
は
西に
し

山や
ま

走か
け
る（
九
州
）が
初
優
勝
、

女
子
形
は
昨
年
８
月
に
西
山
と
結
婚
し
た

大お
お

野の

ひ
か
る
（
前
年
度
優
勝
）
が
３
連
覇

し
、
史
上
初
の
夫
婦
同
時
優
勝
を
成
し
遂

げ
た
。

　

男
子
組
手
は
崎さ
き

山や
ま

優ゆ
う

成せ
い

（
前
年
度
優

勝
）
が
芝し
ば

本も
と

航こ
う

矢や

（
東
京
）
を
２
―
１
で

破
り
３
連
覇
。女
子
組
手
は
澤さ
わ

江え

優ゆ

月づ
き（
全

学
連
）
が
嶋
田
さ
ら
ら
（
全
学
連
）
を
２

―
１
で
下
し
て
勝
利
し
、
２
年
ぶ
り
2
回

目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
10
日
に
は
団
体
戦
が
東
京

武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
男
子
の
部
で
は
香

川
県
、
女
子
の
部
で
は
京
都
府
が
優
勝
し

た
。

◇

　

試
合
は
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
競
技
規

定
に
則
り
、
各
都
道
府
県
な
ら
び
に
競
技

団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
選
手
、
全
空

連
推
薦
選
手
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

西山走西山走（大分消防局）（大分消防局）が悲願の初優勝が悲願の初優勝
大野ひかる大野ひかる（大分消防局）（大分消防局）が３連覇が３連覇

　　

組
手
競
技

形競技（男・女）形競技（男・女）

史上初！夫婦で同時優勝史上初！夫婦で同時優勝

第 50 回全日本空手道選手権大会
天皇盃・皇后盃
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で
行
わ
れ
た
。
試
合
時
間
は
３
分
間
で
、

８
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
つ
い
た
時
点
で
終

了
。
同
点
の
場
合
は
先
に
ポ
イ
ン
ト
を
獲

得
（
先
取
）
し
た
方
を
勝
者
と
し
、
先
取

が
な
い
場
合
は
審
判
の
旗
判
定
に
よ
り
、

勝
敗
を
決
し
た
。

　

準
決
勝
以
上
の
試
合
で
は
、
技
が
ポ
イ

ン
ト
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
監
督

の
要
求
で
ビ
デ
オ
判
定
を
行
う
「
ビ
デ
オ

レ
ビ
ュ
ー
（
Ｖ
Ｒ
）」
を
採
用
し
た
。

▼
準
決
勝
①

　

崎
山
優
成　

１
―
１　

嶋
田
力
斗

　
　
　
　
　
（
判
定
勝
ち
）

　

３
連
覇
が
か
か
る
崎
山
（
優
）
と
体
重

別
選
手
権
の
84
㌔
級
で
優
勝
し
た
嶋
田
の

対
戦
。
試
合
序
盤
、
互
い
に
技
を
繰
り
出

す
こ
と
が
で
き
ず
、両
者
不
活
動
の
忠
告
。

そ
の
後
も
様
子
を
う
か
が
う
状
況
が
続
く

と
再
び
両
者
不
活
動
と
な
り
、
警
告
を
受

け
る
。
試
合
が
動
い
た
の
は
残
り
時
間
20

秒
。
崎
山
が
上
段
突
き
で
１
ポ
イ
ン
ト
を

奪
っ
て
「
先
取
」
を
獲
得
す
る
。
し
か
し

そ
の
後
、嶋
田
を
摑つ
か

む
反
則
行
為
に
よ
り
、

「
先
取
」
は
取
り
消
さ
れ
る
。
そ
し
て
残

り
３
秒
、
嶋
田
が
上
段
突
き
で
１
ポ
イ
ン

　

■
男
子
（
出
場
56
名
）

男子組手・決勝＝崎山（右）が上段突きで先制のポイントを得る男子組手・決勝＝崎山（右）が上段突きで先制のポイントを得る

ト
を
取
り
返
し
、
１
｜
１
で
試
合
終
了
。

勝
敗
は
判
定
に
委
ね
ら
れ
る
。
結
果
は
崎

山
に
旗
５
本
が
上
が
り
、
決
勝
進
出
を
決

め
た
。

▼
準
決
勝
②

　

芝
本
航
矢　

４
―
０　

崎
山
慶
成

　

昨
年
３
位
の
芝
本
と
崎
山
優
成
の
弟
で

近
畿
大
３
年
の
崎
山
（
慶
）
の
対
決
。
開

始
50
秒
、
芝
本
の
上
段
蹴
り
が
鮮
や
か
に

決
ま
り
、
３
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
。
さ
ら
に

芝
本
は
上
段
突
き
を
決
め
、
４
｜
０
で
試

合
終
了
。
芝
本
が
初
の
決
勝
に
駒
を
進
め

た
。

▼
決
勝

　

崎
山
優
成　

２
―
１　

芝
本
航
矢

　

３
連
覇
の
か
か
る
崎
山
と
初
優
勝
を
目

指
す
芝
本
の
一
戦
。
序
盤
、
相
手
の
出
方

を
う
か
が
う
展
開
が
続
く
が
、
開
始
１
分

25
秒
、
崎
山
が
上
段
突
き
を
決
め
て
先
に

１
ポ
イ
ン
ト
を
奪
う
。
取
り
返
し
た
い
芝

本
は
、
残
り
40
秒
で
上
段
突
き
を
決
め
て

１
ポ
イ
ン
ト
を
奪
い
返
す
。
し
か
し
、
残

り
14
秒
で
崎
山
が
上
段
突
き
を
決
め
て
２

｜
１
と
再
び
リ
ー
ド
。
芝
本
も
最
後
の
猛

攻
に
出
る
が
決
め
る
こ
と
が
で
き
ず
試
合

終
了
。
崎
山
が
３
連
覇
を
達
成
し
た
。
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▼
準
決
勝
①

　

嶋
田
さ
ら
ら　

２
―
１　

齊
藤
綾
夏

　

全
日
本
学
生
選
手
権
２
位
の
嶋
田
と
前

回
大
会
の
覇
者
、
齊
藤
の
一
戦
。
開
始
26

秒
、
両
者
と
も
技
が
出
ず
、
不
活
動
の
忠

告
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
齊
藤
は
出
合
い

の
中
段
突
き
を
決
め
て
先
に
１
ポ
イ
ン
ト

を
奪
う
。

　

嶋
田
は
残
り
１
分
19
秒
で
落
ち
つ
い
て

上
段
突
き
を
決
め
、
１
ポ
イ
ン
ト
を
取
り

返
す
。
さ
ら
に
嶋
田
は
残
り
40
秒
、
前
に

出
て
突
き
を
繰
り
出
す
齊
藤
に
カ
ウ
ン
タ

ー
の
上
段
突
き
を
合
わ
せ
て
２
｜
１
と
逆

転
。
そ
の
ま
ま
試
合
終
了
と
な
り
、
嶋
田

が
初
の
決
勝
へ
進
出
し
た
。

▼
準
決
勝
②

　

澤
江
優
月　

３
―
１　

角
豊
実

　

本
年
度
の
学
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
第
48

回
大
会
覇
者
の
澤
江
と
近
畿
代
表
、
角
の

一
戦
。
試
合
は
残
り
50
秒
で
澤
江
が
上
段

突
き
で
１
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
と
、
残
り
43

秒
、
上
段
突
き
で
２
ポ
イ
ン
ト
目
を
奪

う
。
さ
ら
に
澤
江
が
３
ポ
イ
ン
ト
目
の
上

段
突
き
を
決
め
る
が
、
角
は
Ｖ
Ｒ
を
要

求
。
澤
江
の
攻
撃
と
同
時
に
放
っ
た
上
段

突
き
が
認
め
ら
れ
て
１
ポ
イ
ン
ト
を
奪

う
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
は
澤
江
が
リ
ー
ド
を

守
り
切
っ
て
試
合
は
終
了
。
澤
江
が
２
年

ぶ
り
の
優
勝
を
狙
い
決
勝
へ
進
出
し
た
。

▼
決
勝

　

澤
江
優
月　

２
―
１　

嶋
田
さ
ら
ら

　

決
勝
は
と
も
に
千
葉
県
出
身
の
大
学
生

同
士
の
対
戦
。
序
盤
は
両
者
と
も
に
相
手

の
動
き
を
う
か
が
う
が
、開
始
か
ら
50
秒
、

嶋
田
が
上
段
突
き
を
決
め
て
先
に
１
ポ
イ

ン
ト
を
奪
う
。

　

し
か
し
残
り
１
分
13
秒
、
澤
江
が
上
段

突
き
で
１
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
返
し
て
同
点

に
。
さ
ら
に
残
り
13
秒
、
澤
江
は
得
意
の

中
段
突
き
を
決
め
て
逆
転
。
澤
江
は
そ
の

ま
ま
リ
ー
ド
を
守
り
切
っ
て
勝
利
し
、
２

年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

女子組手・決勝＝澤江（右）が中段突きで２ポイント目を挙げて優勝女子組手・決勝＝澤江（右）が中段突きで２ポイント目を挙げて優勝

　

■
女
子
（
出
場
56
名
）

心技体 人を育てる総合誌
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２
０
２
１
年
は
準
優
勝
で
悔
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
必
ず
こ
の
場
所
に
戻
っ
て

く
る
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
10

月
の
全
日
本
大
学
選
手
権
で
帝
京
大
と
し
て
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
続
い
て
の
優
勝

と
な
り
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
香
川
政
夫
師

範
や
コ
ー
チ
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
。
自
分
の
階

級
（
68
㌔
超
）
は
層
が
厚
く
、
強
い
先
輩
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
そ
の
中
で

も
自
分
の
存
在
感
を
出
せ
る
よ
う
に
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

（
２
０
２
３
年
は
）
世
界
選
手
権
と
こ
の
大
会
で
の
連
覇
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
で
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
は
社
会
人
と
な
り
、
環
境
が
変
わ
る
た
め
、
周

囲
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
一
つ
一
つ
の
試
合
を
こ
な
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
悔
し
さ
バ
ネ
に
優
勝

女
子
組
手
優
勝
＝
澤
江
優
月
選
手

前
人
未
到
の
６
連
覇
を
目
指
す

男
子
組
手
優
勝
＝
崎
山
優
成
選
手

　

こ
の
１
年
は
結
果
が
出
せ
ず
、
足
に
け
が
も
し

て
お
り
、
社
会
人
に
な
っ
て
仕
事
と
の
両
立
に
も

苦
し
み
ま
し
た
が
、
最
後
に
３
連
覇
と
い
う
結
果

を
残
す
こ
と
が
で
き
、
す
ご
く
嬉う
れ

し
い
で
す
。
職

場
の
方
々
や
け
が
を
し
た
際
に
支
え
て
く
れ
た
人

た
ち
に
恩
返
し
が
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

優
勝
す
れ
ば
３
連
覇
と
い
う
こ
と
は
頭
に
あ
り
ま
し
た
。
意
識
は
し
て
い
ま

し
た
が
、
試
合
に
臨
む
際
は
で
き
る
だ
け
忘
れ
る
よ
う
に
し
て
一
つ
一
つ
の
試

合
を
こ
な
す
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
ま
た
、
足
の
け
が
の
た
め
、
リ
ス
ク
を

背
負
い
な
が
ら
の
戦
い
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
上う

手ま

く
形
を
崩
さ
ず
に
戦

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
け
が
が
完
治
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
さ

ら
に
成
長
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
大
会
で
は
５
連
覇
が
現
在
の
最
高
記
録

な
の
で
、
そ
れ
を
超
え
る
６
連
覇
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。
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予
選
ラ
ウ
ン
ド
は
選
手
を
二
つ
の
プ
ー

ル
に
分
け
、
指
定
形
を
２
回
演
武
。
各
プ

ー
ル
の
上
位
４
名
が
ラ
ン
キ
ン
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
計
２
プ
ー
ル
）
で
得
意
形
を
演
武
。

各
プ
ー
ル
１
位
の
選
手
２
名
で
決
勝
、
プ

ー
ル
２
位
の
選
手
と
も
う
一
方
の
プ
ー
ル

３
位
の
選
手
で
３
位
決
定
戦
を
行
っ
た
。

▼
３
位
決
定
戦

◯
岡
本 

ウ
ン
ス
ー�

26
・
58
点

　

北
澤 

ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ�

24
・
72
点

　

本
（
龍
） 

ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ�

26
・
54
点

◯
舟
田 

パ
ー
プ
ー
レ
ン�

27
・
38
点

　

岡
本
と
北
澤
、
舟
田
と
本
（
龍
）
の
組

み
合
わ
せ
。
結
果
は
岡
本
と
舟
田
が
勝

利
。
帝
京
大
の
２
名
が
３
位
入
賞
を
果
た

し
た
。

▼
決
勝

　

本
（
一
） 

ウ
ン
ス
ー�

27
・
46
点

◯
西
山 

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ�

28
・
74
点

　

昨
年
２
位
の
西
山
と
３
位
の
本
（
一
）

の
対
決
。先
攻
の
本
は
ウ
ン
ス
ー
を
演
武
。

ス
ピ
ー
ド
と
流
れ
に
乗
っ
て
一
つ
一
つ
の

技
を
決
め
て
い
く
。
終
盤
の
跳
躍
も
高
く

ぴ
っ
た
り
と
着
地
。
会
場
か
ら
は
技
を
決

め
る
た
び
に
自
然
と
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

後
攻
の
西
山
は
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ
を
演

武
。
ス
ピ
ー
ド
を
保
ち
つ
つ
淀よ
ど

み
な
い
滑

ら
か
な
動
き
を
見
せ
る
。
迫
力
あ
ふ
れ
る

圧
巻
の
出
来
で
演
武
を
終
え
た
。
結
果
は

西
山
が
１
・
28
ポ
イ
ン
ト
差
で
本
（
一
）

を
破
っ
て
勝
利
。優
勝
が
決
定
し
た
瞬
間
、

西
山
は
思
わ
ず
涙
ぐ
ん
で
い
た
。

▼
３
位
決
定
戦

◯
尾
野 

パ
ー
プ
ー
レ
ン 

25
・
52
点

　
宇
都
宮 

チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー 

24
・
48
点

　
清
水
（
那
） 

チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
24
・
08
点

◯
清
水
（
希
） 

チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
26
・
34
点

　

尾
野
と
宇
都
宮
、
清
水
（
希
）
と
清
水

（
那
）
の
顔
合
わ
せ
。
昨
年
３
位
の
尾
野

は
安
定
し
た
演
武
で
勝
利
し
、
本
大
会
も

３
位
を
勝
ち
取
っ
た
。
東
京
五
輪
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
の
清
水
（
希
）
は
ラ
ン
キ
ン
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
は
大
内
に
０
・
66
の
僅
差
で
破

れ
悔
し
い
結
果
に
。
そ
れ
を
晴
ら
す
べ
く

３
位
決
定
戦
で
は
得
意
の
チ
ャ
タ
ン
ヤ

ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
を
演
武
し
て
３
位
に

入
っ
た
。

▼
決
勝

◯
大
野 

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ 

27
・
60
点

　

大
内 

パ
ー
プ
ー
レ
ン 

26
・
60
点

　

３
連
覇
が
か
か
る
大
野
と
清
水
（
希
）

を
破
っ
て
勢
い
に
乗
る
大
内
に
よ
る
前
回

大
会
と
同
じ
対
戦
。
先
に
演
武
し
た
の
は

大
野
。
予
選
か
ら
圧
倒
的
な
強
さ
で
勝
ち

上
が
っ
て
き
た
大
野
は
得
意
の
ス
ー
パ
ー

リ
ン
ペ
イ
を
演
武
。
キ
レ
と
ス
ピ
ー
ド
の

メ
リ
ハ
リ
だ
け
で
な
く
、
重
厚
感
の
あ
る

形
で
会
場
を
魅
了
す
る
。
対
す
る
大
内
は

パ
ー
プ
ー
レ
ン
を
演
武
。
堂
々
と
し
た
演

武
で
前
回
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
形
を

見
せ
た
。
結
果
は
大
野
が
１
ポ
イ
ン
ト
差

で
大
内
を
下
し
、
３
連
覇
を
達
成
し
た
。女子形・決勝＝大野のスーパーリンペイ女子形・決勝＝大野のスーパーリンペイ

男子形・決勝＝西山のスーパーリンペイ男子形・決勝＝西山のスーパーリンペイ

　　

形
競
技

　

■
男
子
（
出
場
17
名
）

　

■
女
子
（
出
場
16
名
）
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今
回
で
３
回
目
の
優
勝
、
さ
ら
に
50
回
と
い

う
節
目
の
大
会
に
出
場
で
き
、
た
く
さ
ん
の
応

援
・
支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に

感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
。
こ
の
大
会
は
毎
年
特

別
な
大
会
と
思
っ
て
稽
古
し
て
い
ま
す
が
、
２

０
２
３
年
に
は
世
界
選
手
権
大
会
も
あ
る
た

め
、
そ
れ
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
な
演
武
を
し
た
い
と
思
っ
て
挑
み
ま
し
た
。
最

後
の
演
武
は
今
年
一
番
の
演
武
が
で
き
た
の
で
、
次
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
夫
婦
で
の
優
勝
は
）
お
互
い
あ
ま
り
意
識
せ
ず
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
す
る
こ
と
に
目
を
向
け
て
い
た
た
め
、
そ
れ
が
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、（
夫
も
出
場
し
て
お
り
）
緊
張
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
今
回
か
ら
倍
に

な
っ
た
の
で
、
そ
の
分
、
嬉
し
さ
も
２
倍
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
２
人

で
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
し
っ
か
り
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
で
す
。

憧
れ
続
け
た
大
会
で
の
初
優
勝

男
子
形
優
勝
＝
西
山
走
選
手

嬉
し
さ
２
倍
の
３
連
覇

　

こ
の
大
会
は
小
さ
い
頃
か
ら
テ
レ
ビ
で
見
続

け
て
き
た
憧
れ
の
大
会
で
、
さ
ら
に
節
目
の
50

回
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
職

場
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。

　
（
試
合
に
つ
い
て
）
今
年
は
（
東
京
五
輪
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
）
喜き

友ゆ

名な
り

諒ょ
う

選
手
が
出
場
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
絶
対
に
優
勝

す
る
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。
試
合
で
は
一
つ
一
つ
、
自
分
の
最
高
の

形
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
女
子
決
勝
で
妻
の
大
野
選
手
が
優
勝
し
た
際
は
）
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

自
分
は
そ
の
後
の
決
勝
だ
っ
た
の
で
、
緊
張
よ
り
も
絶
対
に
優
勝
す
る
ぞ
と
い

う
強
い
気
持
ち
に
繋つ
な

が
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
今
回
は
良
い
状
態

で
決
勝
に
臨
め
た
と
思
い
ま
す
。

女
子
形
優
勝
＝
大
野
ひ
か
る
選
手
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ニュース　全日本空手道選手権大会

組手個人戦　男子

崎山　優成（前年度優勝）

庄司　大樹（群　馬）

平田　　京（福　井）

大滝　隆成（岐　阜）

政岡　大雅（宮　崎）

髙野　龍成（富　山）

足立　時嗣（島　根）

橋本　大夢（兵　庫）

山内健太郎（全学連）

江藤　純哉（大　分）

見田　　尊（北海道）

小崎　友碁（佐　賀）

大浦　靖矢（奈　良）

大竹　良介（高体連）

嶋田　力斗（全空連推薦）

宮村　元也（鳥　取）

荒木　弘貴（山　梨）

亭嶋　飛龍（茨　城）

村井慶太郎（山　形）

園田　雅人（愛　媛）

榊原　十夢（大　阪）

千葉　良樹（宮　城）

安藤　大騎（全実連）

伊藤　颯輝（神奈川）

中野壮一朗（京　都）

片岡　大樹（東　京）

池田　　蓮（石　川）

中野　大輝（三　重）

優　勝

崎
山

　優
成

芝本　航矢（東　京）

栗田　　尊（静　岡）

山口　隼人（埼　玉）

新井　　蓮（広　島）

加藤　　拓（秋　田）

帖佐　太陽（鹿児島）

池田　刻斗（大　阪）

片岡　光基（高　知）

伊藤　隆介（青　森）

西山　拓也（新　潟）

丸石　絢斗（熊　本）

宮﨑　　光（千　葉）

池澤　　海（全学連）

三橋　龍斗（徳　島）

森　　優太（全空連推薦）

崎山　慶成（香　川）

北村　　翼（長　崎）

谷口　暁理（和歌山）

保坂　悠斗（長　野）

蜜口　光太（滋　賀）

北代　涼馬（福　岡）

松浦　　司（愛　知）

島　　隼人（岩　手）

安里　寛龍（沖　縄）

中村　恭平（岡　山）

高山　凱登（山　口）

冨田　純也（栃　木）

鈴木　晃成（福　島）
　先　＝先取ポイント
　判　＝旗判定（左の数は本戦のポイント、
　　　　　　　右の数は旗の本数）

　Ｓ　＝失格
ＫＫ＝棄権
　H　＝反則

0
1

0
4

0
1

8
0

3

0
6

2
1

6（先）
6

1

2

2

0
1

3
2

4
0

1-5（判）
1-0

12

0

1
3

2
3

3
0

4
3

1
0

4
1

4
2

6
2

0
4

2
1

1
3

4
1

3
1

1
0

0
2

1
0

1
0

4
2

（KK）

（KK）

（H）

3
11

1
3

4
5

0
4

0-2
0-3（判）

4
5

1
0

1
0

9
1

1

4
3

1
0

2
1

2
0

0
20

2
0

0
1

4
0

（KK）
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組手個人戦　女子

齊藤　綾夏（前年度優勝）

草野　優香（滋　賀）

女澤　美晴（岩　手）

橋本　鈴江（高体連）

黒田　愛乃（兵　庫）

宇都木未歩（茨　城）

栗田　眞悠（長　野）

龍野みどり（沖　縄）

中原　愛梨（徳　島）

福島　愛理（東　京）

大東　真子（奈　良）

石井あすか（千　葉）

橋本　歩実（広　島）

久保田咲貴（北海道）

澤島さくら（全空連推薦）

大西　　凪（大　阪）

永井カンナ（静　岡）

茶屋　綾乃（長　崎）

湯山　紗良（高　知）

尾形　夏音（福　島）

原田　明莉（神奈川）

佐藤　英里（秋　田）

嶋田さらら（全学連）

藤原　海月（鳥　取）

八頭司　歩（宮　崎）

崎山　　紬（香　川）

星野　朱音（石　川）

釡　つばさ（熊　本）

優　勝

澤
江

　優
月

植草　　歩（全空連推薦）

關塚　佳代（群　馬）

山内　花菜（福　井）

神保　那智（山　形）

坂地　　心（和歌山）

角　　豊実（三　重）

松島　里紗（山　梨）

堀口　　雅（鹿児島）

島崎　七海（山　口）

龍野　美咲（岡　山）

天本　菜月（佐　賀）

久住呂有紀（東　京）

倉井　　凜（新　潟）

安達　志保（大　分）

出町さくら（青　森）

堤　　さら（愛　知）

矢野　舞莉（愛　媛）

小堂　利奈（京　都）

三島　桜妃（富　山）

生魚　瑠那（栃　木）

金月　瑠華（島　根）

片山　花女（福　岡）

藤田　るり（大　阪）

藤平　梨沙（埼　玉）

寺澤　紗良（岐　阜）

中村しおり（全実連）

本田　未来（宮　城）

澤江　優月（全学連）
　先　＝先取ポイント
　判　＝旗判定（左の数は本戦のポイント、
　　　　　　　右の数は旗の本数）

　Ｓ　＝失格
ＫＫ＝棄権
　H　＝反則

0
2

2
3

2
1

2
5

3
3（先）

6
2

0
2

0
5

3
4

2
3

0-2
0-3（判）

7
0

1
5

6
2

6
1

5
1

0-5（判）
0-0

9
10

2
3

2
5

1
0

0
1

2
0

1
3

1
2

21

5
0

0
1

1
0

2
1

1
0

3
2

3
0

0
1

9
1

6
2

0
6

7
2

5
0

0
2

3
2

3
0

2
0

0
2

3（先）
3

3
2

0-0
0-5（判）

0-0
0-5（判）

2
1

（KK）

（KK）

（KK） （KK）

（KK）

4
4（先）
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ニュース　全日本空手道選手権大会

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
１
回
目
・
プ
ー
ル
１

本　
　

一
将
（
全

実

連
）
ジ
オ
ン

26
・
28
点

１
位

本　
　

龍
二
（
関
東
地
区
）
ジ
オ
ン

24
・
88
点

２
位

岡
本　
　

拳
（
全
空
連
推
薦
）
ジ
オ
ン

24
・
66
点

３
位

年
代　

海
里
（
東
海
地
区
）
セ
イ
エ
ン
チ
ン

22
・
80
点

４
位

稗
田　

伊
吹
（
全
空
連
推
薦
）
カ
ン
ク
ウ
ダ
イ

22
・
06
点

５
位

大
畠
虎
太
郎
（
四
国
地
区
）
セ
イ
エ
ン
チ
ン

21
・
86
点

６
位

加
藤　

大
誠
（
全
空
連
推
薦
）
ジ
オ
ン

21
・
68
点

７
位

野
村　

史
穏
（
中
国
地
区
）
セ
ー
パ
イ

21
・
34
点

８
位

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
１
回
目
・
プ
ー
ル
２

西
山　
　

走
（
九
州
地
区
）
セ
ー
パ
イ

26
・
26
点

１
位

在
本　

幸
司
（
東
北
地
区
）
ジ
オ
ン

24
・
34
点

２
位

北
澤　

以
進
（
全
空
連
推
薦
）
ジ
オ
ン

24
・
26
点

３
位

舟
田　
　

葵
（
全

学

連
）
チ
ン
ト
ウ

24
・
22
点

４
位

笹
原　

八
海
（
近
畿
地
区
）
セ
ー
パ
イ

22
・
74
点

５
位

池
田　

竜
晟
（
全
空
連
推
薦
）
セ
ー
パ
イ

22
・
66
点

６
位

佐
藤　

優
輝
（
北
海
道
地
区
）
セ
イ
エ
ン
チ
ン

22
・
28
点

７
位

小
崎　

太
碁
（
北
信
越
地
区
）
セ
ー
パ
イ

21
・
68
点

８
位

黄
木　

勇
人
（
高

体

連
）
ジ
オ
ン

21
・
06
点

９
位

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
２
回
目
・
プ
ー
ル
１

本　
　

一
将
（
全

実

連
）
エ
ン
ピ

26
・
51
点

１
位

★

岡
本　
　

拳
（
全
空
連
推
薦
）
エ
ン
ピ

25
・
07
点

２
位

★

本　
　

龍
二
（
関
東
地
区
）
エ
ン
ピ

25
・
04
点

３
位

★

大
畠
虎
太
郎
（
四
国
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

22
・
80
点

４
位

★

年
代　

海
里
（
東
海
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

22
・
37
点

５
位

稗
田　

伊
吹
（
全
空
連
推
薦
）
エ
ン
ピ

22
・
23
点

６
位

加
藤　

大
誠
（
全
空
連
推
薦
）
エ
ン
ピ

21
・
44
点

７
位

野
村　

史
穏
（
中
国
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

21
・
27
点

８
位

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
２
回
目
・
プ
ー
ル
２

西
山　
　

走
（
九
州
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

26
・
50
点

１
位

★

在
本　

幸
司
（
東
北
地
区
）
エ
ン
ピ

24
・
87
点

２
位

★

舟
田　
　

葵
（
全

学

連
）
ク
ー
シ
ャ
ン
ク
ー

24
・
84
点

３
位

★

北
澤　

以
進
（
全
空
連
推
薦
）
エ
ン
ピ

24
・
59
点

４
位

★

池
田　

竜
晟
（
全
空
連
推
薦
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

23
・
39
点

５
位

笹
原　

八
海
（
近
畿
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

22
・
77
点

６
位

佐
藤　

優
輝
（
北
海
道
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

22
・
21
点

７
位

小
崎　

太
碁
（
北
信
越
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

21
・
51
点

８
位

黄
木　

勇
人
（
高

体

連
）
エ
ン
ピ

21
・
13
点

９
位

形競技　　男子　（★＝上位進出者、○＝勝者、×＝敗者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

形競技　　女子　（★＝上位進出者、○＝勝者、×＝敗者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
１
回
目
・
プ
ー
ル
１

大
野
ひ
か
る
（
前
年
度
優
勝
）
セ
ー
パ
イ

26
・
74
点

１
位

尾
野　

真
歩
（
関
東
地
区
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

25
・
14
点

２
位

宇
海　

水
稀
（
北
信
越
地
区
）
セ
ー
パ
イ

24
・
68
点

３
位

清
水　

那
月
（
全
空
連
推
薦
）
セ
ー
パ
イ

24
・
50
点

４
位

三
島　

き
り
（
中
国
地
区
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

23
・
42
点

５
位

平　
　

紗
枝
（
全

実

連
）
カ
ン
ク
ウ
ダ
イ

22
・
36
点

６
位

加
藤
く
る
み
（
全
空
連
推
薦
）
セ
イ
エ
ン
チ
ン

21
・
96
点

７
位

森
谷
心
々
菜
（
北
海
道
地
区
）
カ
ン
ク
ウ
ダ
イ

21
・
88
点

８
位

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
１
回
目
・
プ
ー
ル
２

大
内
美
里
沙
（
全

学

連
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

25
・
80
点

１
位

清
水　

希
容
（
全
空
連
推
薦
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

25
・
42
点

２
位

宇
都
宮
優
佳
（
九
州
地
区
）
セ
ー
パ
イ

23
・
80
点

３
位

森
本　

莉
菜
（
近
畿
地
区
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

23
・
48
点

４
位

髙
田
あ
ず
さ
（
四
国
地
区
）
カ
ン
ク
ウ
ダ
イ

21
・
86
点

５
位

井
上　

優
菜
（
東
北
地
区
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

21
・
68
点

６
位

中
路
陽
沙
未
（
東
海
地
区
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

21
・
20
点

７
位

山
本　

真
由
（
高

体

連
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

20
・
18
点

８
位

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
２
回
目
・
プ
ー
ル
１

大
野
ひ
か
る
（
前
年
度
優
勝
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

26
・
91
点

１
位

★

尾
野　

真
歩
（
関
東
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

25
・
47
点

２
位

★

宇
海　

水
稀
（
北
信
越
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

24
・
64
点

３
位

★

清
水　

那
月
（
全
空
連
推
薦
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

24
・
56
点

４
位

★

三
島　

き
り
（
中
国
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

23
・
78
点

５
位

平　
　

紗
枝
（
全

実

連
）
エ
ン
ピ

22
・
23
点

６
位

加
藤
く
る
み
（
全
空
連
推
薦
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

21
・
95
点

７
位

森
谷
心
々
菜
（
北
海
道
地
区
）
エ
ン
ピ

21
・
68
点

８
位

▽
予
選
ラ
ウ
ン
ド
２
回
目
・
プ
ー
ル
２

大
内
美
里
沙
（
全

学

連
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

25
・
97
点

１
位

★

清
水　

希
容
（
全
空
連
推
薦
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

25
・
35
点

２
位

★

宇
都
宮
優
佳
（
九
州
地
区
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

24
・
24
点

３
位

★

森
本　

莉
菜
（
近
畿
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

23
・
38
点

４
位

★

髙
田
あ
ず
さ
（
四
国
地
区
）
エ
ン
ピ

21
・
79
点

５
位

中
路
陽
沙
未
（
東
海
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

21
・
35
点

６
位

井
上　

優
菜
（
東
北
地
区
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

21
・
31
点

７
位

山
本　

真
由
（
高

体

連
）
ニ
ー
パ
イ
ポ

20
・
79
点

８
位
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形競技　　男子　（★＝上位進出者、○＝勝者、×＝敗者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽
ラ
ン
キ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
プ
ー
ル
１

本　
　

一
将
（
全

実

連
）
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ

26
・
94
点

１
位

★

岡
本　
　

拳
（
全
空
連
推
薦
）
ソ
ー
チ
ン

26
・
26
点

２
位

★

本　
　

龍
二
（
関
東
地
区
）
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
ダ
イ

25
・
20
点

３
位

★

大
畠
虎
太
郎
（
四
国
地
区
）
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

24
・
60
点

４
位

▽
ラ
ン
キ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
プ
ー
ル
２

西
山　
　

走
（
九
州
地
区
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

27
・
46
点

１
位

★

舟
田　
　

葵
（
全

学

連
）
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

26
・
86
点

２
位

★

北
澤　

以
進
（
全
空
連
推
薦
）
ウ
ン
ス
ー

25
・
32
点

３
位

★

在
本　

幸
司
（
東
北
地
区
）
ウ
ン
ス
ー

25
・
28
点

４
位

▽
３
位
決
定
戦

岡
本　
　

拳
（
全
空
連
推
薦
）
ウ
ン
ス
ー

26
・
58
点

○

北
澤　

以
進
（
全
空
連
推
薦
）
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ

24
・
72
点

×

本　
　

龍
二
（
関
東
地
区
）
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ

26
・
54
点

×

舟
田　
　

葵
（
全

学

連
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

27
・
38
点

○

▽
決
勝
戦

本　
　

一
将
（
全

実

連
）
ウ
ン
ス
ー

27
・
46
点

×

西
山　
　

走
（
九
州
地
区
）
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

28
・
74
点

○

形競技　　女子　（★＝上位進出者、○＝勝者、×＝敗者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽
ラ
ン
キ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
プ
ー
ル
１

大
野
ひ
か
る
（
前
年
度
優
勝
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

26
・
82
点

１
位

★

尾
野　

真
歩
（
関
東
地
区
）
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

25
・
66
点

２
位

★

清
水　

那
月
（
全
空
連
推
薦
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

24
・
80
点

３
位

★

宇
海　

水
稀
（
北
信
越
地
区
）
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

24
・
02
点

４
位

▽
ラ
ン
キ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
プ
ー
ル
２

大
内
美
里
沙
（
全

学

連
）
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

26
・
60
点

１
位

★

清
水　

希
容
（
全
空
連
推
薦
）
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

25
・
94
点

２
位

★

宇
都
宮
優
佳
（
九
州
地
区
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

24
・
74
点

３
位

★

森
本　

莉
菜
（
近
畿
地
区
）
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

24
・
40
点

４
位

▽
３
位
決
定
戦

尾
野　

真
歩
（
関
東
地
区
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

25
・
52
点

○

宇
都
宮
優
佳
（
九
州
地
区
）
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

24
・
48
点

×

清
水　

那
月
（
全
空
連
推
薦
）
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

24
・
08
点

×

清
水　

希
容
（
全
空
連
推
薦
）
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

26
・
34
点

○

▽
決
勝
戦

大
野
ひ
か
る
（
前
年
度
優
勝
）
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

27
・
60
点

○

大
内
美
里
沙
（
全

学

連
）
パ
ー
プ
ー
レ
ン

26
・
60
点

×

女子団体組手優勝＝京都府

男子団体組手優勝＝香川県

▼
男
子

優
勝
＝
香
川
県
（
崎
山
優
成
、
西
村

悠一朗
、
梶
村
幹
人
、
岩
本
遼
、
稲

垣
博
大
、
崎
山
慶
成
、
阪
井
将
太
）

準
優
勝
＝
東
京
都
（
水
村
春
輝
、
阿
部

遥
佑
、
田
中
颯
大
、
鈴
木
健
太
、

片
岡
大
樹
、田
中
隆
、芝
本
航
矢
）

３
位
＝
神
奈
川
県
（
森
優
太
、
小
林

宗
和
、
高
橋
優
斗
、
米
原
悠
聖
、

三
川
弦
大
、
伊
藤
颯
輝
、
本
村
俊

介
）、
山
梨
県
（
佐
藤
大
斗
、
石
田

真
郷
、荒
木
弘
貴
、出
羽
遼
太
郎
、

田
中
我
若
、
五
十
嵐
剛
生
、
五
十

嵐
理
希
）

▼
女
子

優
勝
＝
京
都
府
（
武
田
桜
花
、
山
本

文
香
、
大
西
照
葉
、
小
堂
利
奈
）

準
優
勝
＝
静
岡
県
（
岡
㟢
愛
佳
、
永
井

カ
ン
ナ
、
斎
藤
綺
良
理
、
橋
本
鈴

江
）

３
位
＝
大
阪
府
（
藤
田
る
り
、
大
西

凪
、
野
村
怜
菜
、
伊
藤
知
紗
）、

北
海
道
（
久
保
田
咲
貴
、
相
澤
瑛

恋
、
久
保
田
真
貴
、
後
藤
星
奈
）

（
写
真
提
供
・
全
日
本
空
手
道
連
盟
）

全日本空手道選手権大会全日本空手道選手権大会
団体組手競技　試合結果団体組手競技　試合結果
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ニュース　若潮杯争奪武道大会

め
て
勝
利
し
、
４
大
会
ぶ
り
の
優
勝
を
果

た
し
た
。

■
な
ぎ
な
た
の
部

（
男
子
24
名
、
女
子
48
名
出
場
）

　

個
人
戦
。
３
人
一
組
の
リ
ー
グ
戦
を
行

い
、
各
リ
ー
グ
１
位
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
ん
だ
。

　

男
子
決
勝
は
、
瀬
長
拓
夢
（
沖
縄
・
知

念
）
が
高
橋
祥
世
（
福
島
・
会
津
学
鳳
）

に
ス
ネ
を
決
め
て
一
本
勝
ち
し
、
優
勝
を

決
め
た
。

　

女
子
は
、
犬
伏
未
奈
（
奈
良
大
附
）
が

蛭
間
梓
（
東
京
・
都
立
城
東
）
に
ス
ネ
で

一
本
勝
ち
し
、
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

【
大
会
結
果
】

■
剣
道

▼
男
子
＝
①
佐
野
日
大
（
栃
木
）
②
本
庄

第
一
（
埼
玉
）
③
育
英
（
兵
庫
）、
九

州
学
院
（
熊
本
）

▼
女
子
＝
①
筑
紫
台
（
福
岡
）
②
東
奥
義

塾
（
青
森
）
③
島
原
（
長
崎
）、
奈
良

大
附
（
奈
良
）

■
な
ぎ
な
た

▼
男
子
＝
①
瀬
長
拓
夢
（
知
念
）
②
高
橋

祥
世
（
会
津
学
鳳
）
③
岩
崎
耀
彦
（
神

奈
川
大
附
）、
高
田
瞬
（
山
梨
・
甲
府

昭
和
）

▼
女
子
＝
①
犬
伏
未
奈
（
奈
良
大
附
）
②

蛭
間
梓（
都
立
城
東
）③
下
田
一
葉（
東

京
・
南
多
摩
中
等
教
育
）、片
山
深
桜（
都

立
城
東
）

　

全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
高
校
生
が
各
道

で
技
を
競
う
第
39
回
若
潮
杯
争
奪
武
道
大

会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
、
国
際
武
道
大

学
）
が
昨
年
12
月
26
・
27
日
、
国
際
武
道

大
学（
千
葉
県
勝
浦
市
）で
開
催
さ
れ
た
。

本
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
。
な
お
、
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
柔
道
は
今
回
も
実
施
を
見

送
っ
た
。

　

大
会
は
初
日
に
剣
道
、
２
日
目
に
な
ぎ

な
た
の
競
技
が
行
わ
れ
た
。

♢

■
剣
道
の
部
（
男
女
各
24
チ
ー
ム
出
場
）

　

試
合
は
男
女
と
も
５
人
制
の
団
体
戦
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
競
っ
た
。

　

男
子
決
勝
は
、
佐
野
日
大
（
栃
木
）
と

本
庄
第
一
（
埼
玉
）
が
対
戦
。
先
鋒
戦
は

佐
野
日
大
の
一
本
勝
ち
。
次
鋒
、
中
堅
戦

は
引
き
分
け
と
な
る
。
副
将
戦
は
佐
野
日

大
・
森
屋
が
小
手
と
面
を
決
め
、
こ
の
時

点
で
２
｜
０
と
な
り
佐
野
日
大
が
優
勝
を

決
め
た
。
大
将
戦
も
佐
野
日
大
・
濱
田
が

小
手
を
決
め
て
一
本
勝
ち
。
３
｜
０
で
勝

ち
、
２
大
会
ぶ
り
の
優
勝
を
決
め
た
。

　

女
子
決
勝
は
、
第
33
回
覇
者
の
筑
紫
台

（
福
岡
）
対
東
奥
義
塾
（
青
森
）。
本
戦
で

は
２
｜
２
と
決
着
が
つ
か
ず
代
表
戦
へ
。

代
表
者
戦
で
は
筑
紫
台
・
水
野
が
面
を
決

佐
野
日
大
（
栃
木
）
２
大
会
ぶ
り
の
優
勝

剣
　道
男
　子

な
ぎ
な
た

女
　子

犬
伏
未
奈

犬
伏
未
奈
（
奈
良
大
附
属
）

（
奈
良
大
附
属
）
が
初
優
勝

が
初
優
勝

なぎなた女子・決勝＝犬伏（左）がスネを攻めるなぎなた女子・決勝＝犬伏（左）がスネを攻める

第 39回若潮杯争奪武道大会第 39回若潮杯争奪武道大会
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なぎなた男子の上位入賞者（左から高田、瀬長、高橋、岩崎）

剣道女子優勝＝筑紫台（福岡）

剣道男子優勝＝佐野日大（栃木）

なぎなた女子の上位入賞者（左から下田、犬伏、蛭間、片山）
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